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Abstract.　Egg spawning of Turritopsis sp. (Hydrozoa, Anthomedusae) was studied 
biologically, using five female medusae collected in Tanabe Bay, Wakayama Prefecture, 
Japan from August to September in 2015. After 6-14 hours dark treatment, maximally 22 
unfertilized eggs (mean diameter 152μm, 138-169μm in range, n = 53) spawned 16-28 
minutes after lightning at 25℃ from one individual everyday. An individual, can spawn 
more than 1000 eggs for 1.5 months until senescence at the most estimate. In these eggs 
GFP is not found like medusa, and parthenogenesis does not taken place. 
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（要約 ）
　和歌山県田辺湾産のニホンベニクラゲ Turritopsis sp.（ヒドロ虫綱 , 花クラゲ目）の 5 個体の成熟雌を
一定条件で飼育し，放卵に関する生物学的研究を 2015 年の 8 月から 9 月にかけて行った．前日の夕刻
から夜間に 6 － 14 時間の暗処理を施した後に点灯すると，25℃で 16 － 28 分後に最多で 22 個の未受精
卵（平均直径 152 μm，幅 138-169 μm, n = 53）を毎日産卵した．最大見積もりで，1.5 箇月間，毎日，同





クラゲ Turritopsis sp. が生息する（Kubota, 2005, 













た自然海水を満たした 60 cc ポリスチレン容器




　2015 年 8 月 17 日から 9 月 15 日までの期間中， 
5 個体の成熟雌で放卵に関する生物学的観察を
ほぼ毎日行った．放卵観察日の前日の夕方から
夜間に，容器全体をアルミホイルで 2 － 3 重に
覆い光を完全に遮断し，恒温器の窓も遮光版で













熟雌は，ほぼ毎日，25℃で点灯後，16 － 28 分
経過すると（平均 22-24 分 / 個体， n = 63, 5 雌）
全卵を数分間以内で放卵した．放卵数は日に
よって異なり，最多で 22 個であった（表 1）．
栄養状態が芳しくない場合，放卵数は一桁に落
ち，少なくなった．No. 3 個体（8 月 21 日に傘










-169 μm（平均 152 μm, SD = 0.9 μm， n = 53，4 雌）
であった．3 雌の放卵した計 22 個の未受精卵
（それぞれ 3，9，10 個計測）には，GFP はク
ラゲなどのように（Kubota, 2015）全くなかった．
また，5 雌からの未受精卵の計 114 卵（それぞ








雌番号 観察期間（2015 年） 観察回数 暗時間 最多放卵数 点灯後から放卵までにかかる時間（分）











1 Aug 18 – Sep 6 11 6 - 14 13 22 - 27 (24)
2 Aug 17 – Sep 7 11 6 - 14 22 20 - 27 (23)
3 Aug 18 – Sep 15 16 6 - 14 21* 16 - 28 (22)
4 Aug 17 – Sep 8 11 6 - 14 15 20 - 26 (23)
5 Aug 17 – Sep 8 14 6 - 14 15 18 - 25 (22)
* 点灯時に放卵済みで 25 卵の記録が別の観察日にあり．
表 1.　25℃で飼育した和歌山県田辺湾産ニホンベニクラゲの放卵 .
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